
保健センターだより 保健センターだより

問合せ（市保健センター） 母子保健係（☎２４－８４２０）、健康増進係（☎２４－８０１０）
新型コロナウイルスワクチン接種担当窓口（☎２２－２１５８）

検診料金

健診を受けて良かった４つのこと

年に一度はあなたも体の点検 !!　特定健診（メタボ健診）を受けましょう
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　生活習慣病とは、偏った食生活や睡眠不足、運動
不足、喫煙、ストレスなどの積み重ねが原因となっ
て発症する、がん、心疾患（狭心症や心筋 塞など
の心臓病）、脳血管疾患（脳 塞や脳出血などの脳
の病気）といったさまざまな病気のことで、日本人
の死因の半数以上を占めています。
　心臓病や脳の病気は、動脈硬化という血管を傷め
ることで発症しますが、ほとんど自覚症状がなく進

体に忍び寄る生活習慣病
知らずに放っておくと、
分かった時が怖い

早い段階で体の異常に
気付き、生活習慣を見
直すきっかけに

医療費の負担が軽くて済む

令和 4年度医療費の場合

健診未受診者
30,838 円

健診受診者
10,036 円

専門家からのアドバイ
スやサポートが受けら
れる

受診料が安い

行します。血管が変化するには約 30年かかるとい
われているため、若いから大丈夫ということではな
く、今の生活習慣が 10 年後、20 年後に出てくる
ということになります。
　元気で長生きの秘

ひけつ

訣は、若いから大丈夫ではなく、
若い時から健診を受けて自分の体やライフスタイル
に合った生活習慣を考えていくことです。まずは特
定健診を受けて、自分の体の状態を確認しましょう。

検診 対象年齢 74歳以下 75歳以上

マンモグラフィー検診※ 40 歳以上 2,300 円 1,400 円

乳房超音波検診 30～ 39歳 1,100 円 800 円

子宮頸がん検診※ 20 歳以上 1,900 円 1,300 円

２月の休日在宅医・当番薬局 受付時間：午前９時～午後５時

救急病院

外山胃腸病院 ２２－３２２１ 球磨病院 ２２－３１２１ 愛生記念病院 ２２－６８７８

※変更になることがあります。当日ご確認ください。
※ 広報ひとよし令和５年12月号（1172号）25㌻でお知らせした１月８日（日）の休日在宅医である田中クリニッ
クは閉院しました。

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

４ ㈰

外山胃腸病院 ２２－３２２１ 人吉けんこう堂薬局 ２２－１０２０

人吉皮膚科医院 ２２－６２１１ 高階誠心堂薬局西間店 ２２－７８８０

人吉医療センター小児科 ２２－２１９１ さくら調剤薬局医療センター前店 ３２－９６５７

11 ㈰

人吉リハビリテーション病院 ２４－６１１１ クスノキ薬局御薬園店 ３２－９１８３

ふかみ耳鼻咽喉科 ２４－１１２６ 宝来調剤薬局 ２２－６８８４

たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０

12 ㈪

万江病院 ２２－２３５７ さくら調剤薬局瓦屋店 ２２－１６７７
平井整形外科リハビリテーション
クリニック

２４－８２１３ エスエス堂城本店 ２２－０３３７

増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

18 ㈰

光永医院 ２２－２３６６ エスエス堂瓦屋店 ２２－６５５０

愛甲産婦人科 ２２－４０２０ まえだ薬局 ２３－２９８７

公立多良木病院小児科 ４２－２５６０ ファーコス薬局多良木いちご ４２－６８８８

山口薬局 ４２－２１２３

23 ㈮

堤病院附属九日町診療所 ２２－２２５１ さくら調剤薬局九日町店 ２２－２１６２

みなみ眼科 ２２－６８２０

堤病院附属九日町診療所小児科 ２２－２２５１

25 ㈰

みのだ内科循環器科 ２８－３１１１ さくら調剤薬局西間店 ２２－８８５０

三浦整形外科医院 ２２－３４０１ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０

やまむら小児科・内科 ４５－０００５

問合せ　健康増進係

※ 超音波検査も同時に実施するため、上記料金に加えてそれぞれ
1,100 円が追加されます。ご注意ください。実施期間：～１月 31日（水）まで

人吉医療センターの子宮頸
けい

がん検診・乳がん検診の実施期間を延長しました

　人吉医療センター（予防医療センター）で
の子宮頸がん検診・乳がん検診の実施期間は
令和５年 11 月 30 日までと案内していまし
たが、実施期間を延長しました。受診すると
きは受診票が必要です。紛失した人は市保健
センターにご連絡ください。
　検診の新規申し込みもできますので、市保
健センターにお問い合わせください。

問合せ　健康増進係

はたちの献血キャンペーン

　毎年１・２月は「はたちの献血キャンペーン」と
して、「はたち」の若者を中心に広く県民の皆さん
に献血を呼び掛けています。
　冬季は献血者が減り輸血用血液が不足しやすい季
節です。みんなで協力して献血の輪を広げましょ
う！

問合せ　健康増進係

その一歩が、
 だれかの一生になる。

はたちの献血

直す
けら
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